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要　旨
高齢者や子ども、障がい者などの視点に立った安心安全な歩行空間の確保のために必要な情報を把握す

るため、山形県米沢市の西部地区のうちＪＲ米坂線以西に位置している区域を対象として、生活に関連す
る道路に存在するスロープや金網、鉄板など12の地物の所在する位置および道幅、そして安心安全な歩行
空間に関する情報として、歩行時の安全性が損なわれる可能性があると判断される場所などに関する情報
の調査を行い、その状況把握を試みた。西部地区のＪＲ米坂線以西に位置している区域を２つの調査エリ
アに分割した。各調査エリア内では調査コースとして３コースの選定を行い、調査エリア全体では合計６
コース６ルートの調査を行った。そして地理情報システムを利用して、調査により収集したデータをデジ
タルデータによる基盤情報として取り扱い、かつ一元管理が行えるようにした。調査の結果、調査エリア
内の各調査コースでは調査対象とした地物を多数確認し、その所在する位置や個数の把握が行えた。各調
査コースで道幅の広い箇所や道幅の狭い箇所が確認された。全調査コースの中で道幅が広いと確認された
箇所が12箇所確認できた。一方、道幅が狭い箇所は全調査コースで41箇所確認できた。また全調査コース
において、59箇所の歩行時の安全性が損なわれる可能性があると判断された場所が確認された。この調査
研究の成果は、米沢市の中心市街地における歩行空間の現況把握の一助となる。

キーワード：地理情報システム、GIS、歩行空間

１　はじめに

道路は、街の中で住民が生活するうえで欠かすことのできない存在である。住民の生活空間に密接する
道路の中には歩きやすい道もあるが、中にはわずかな段差や危険な箇所などが潜んでいる道も存在してい
る。高齢者や障がい者、子どもが歩きやすい道路は、安心安全かつ快適で住みやすい街づくりに必須であ
る。生活空間に密接する道路におけるわずかな段差や危険な箇所などの状況把握を行うことで、高齢者、
障がい者そして子どもなどを含めたすべての市民が街の中を歩いて移動する際に役立つ安心・安全情報を
提供することが可能となる。筆者はこれまで山形県米沢市の中心市街地にある中部地区［1］・南部地区

［2］・北部地区［3］・愛宕地区［4］・西部地区のうちＪＲ米坂線以東に位置している区域［5］を対象とし
て、高齢者や障がい者そして子どもの視点に立ち、生活に関連する道路に存在する地物や道幅、歩行時の
安全性が損なわれる可能性がある地点などに関しての現況を調査し、生活に密接する道路の状況把握を試
みている。これらの研究成果は米沢市の市街地における歩行空間の現況把握に貢献している。

本研究は筆者の米沢市西部地区のうちＪＲ米坂線以東に位置している区域における調査研究［5］に引
き続き、西部地区のＪＲ米坂線以西に位置している区域における歩行空間状況の把握を行うものである。
高齢者、障がい者そして子どもの視点に立った安心安全な歩行空間の確保を行うための基盤となる情報を
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収集するため、米沢市西部地区内のＪＲ米坂線以西に位置している区域エリアにおける生活に関連する道
路に存在する地物や道幅、歩行時の安全性が損なわれる可能性がある地点などを調査し、その状況把握を
試みた。そして、地理情報システム（GIS）を利用して調査データの一元管理が行えるようにした。本稿
ではその結果を報告する。なお、本稿の構成は次のとおりである。第２章に調査方法と調査データのGIS

へのデータ化について述べる。そして、第３章に結果を示す。なお、考察は第４章で行う。

２　方法
２. １　調査対象エリア

調査対象エリアは山形県米沢市の西部地区のうちＪＲ米坂線以西に位置している区域（以下、この区域
を「西部地区ＪＲ米坂線以西エリア」という。）である。西部地区ＪＲ米坂線以西エリアは米沢市中心市
街地にあり、市街地の北西部に位置している。米沢市「住民基本台帳人口（令和３年12月１日現在）」に
よると、西部地区の人口は10,287人で、世帯数は4,258である［6］。

調査では西部地区ＪＲ米坂線以西エリア内を２つのエリアに分割し、エリアごとに調査を行った。なお
エリア分割に際しては、住居表示における町が隣接し、かつ各調査エリアにおける調査コースの距離が可
能な限り同程度になるように設定した。調査対象エリアとそのエリアに含まれる町丁名を表１に示す。ま
た調査対象エリアの位置を図１に示す。

図１　調査対象エリアの外観。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用
したものである。
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表１　西部地区ＪＲ米坂線以西エリアにおける調査対象エリアと調査対象エリアに含まれる町丁名

調査対象エリア 町丁名

エリアＡ
エリアＢ

矢来１丁目、矢来２丁目、矢来３丁目、館山２丁目、吹屋敷町、吹屋敷
館山１丁目、館山３丁目、館山４丁目、館山５丁目、館山６丁目、館山矢子町、
大字館山

表２　調査対象エリア別の調査コースと調査ルート

調査対象
エリア

調査
コース

調査
ルート

調査ルート両端点名称 距離
（m）スタート地点 ゴール地点

エリアＡ

エリアＢ

Ａ－１
Ａ－２
Ａ－３

Ｂ－１
Ｂ－２
Ｂ－３

ルート１
ルート１
ルート１

ルート１
ルート１
ルート１

矢来踏切
米沢館山郵便局
米沢市立緑ヶ丘保育園

館山６丁目バスのりば
大樽橋入り口
米沢館山郵便局付近の信号機

米沢館山郵便局
大道踏切
ファミリーマート米沢館山
バイパス店
鈴木商店
JA山形おきたま館山選果場
平井医院

1095.702
1213.035
938.683

452.094
985.207
461.885

注：調査ルート両端点の所在および名称は調査実施当時（2021年５月～７月）のものである。

２. ２　調査コース

本研究では筆者の米沢市における歩行空間状況に関する調査研究［1－5］にならい、日常生活の状況を
想定して、調査対象エリア内に存在する公共公益施設など（例えば保育園）が所在する地点を２箇所取り
上げ、生活道路を中心にして２地点間を移動する経路を１つのコースとして選定した。

本研究における調査コースとして、調査対象エリアごとに３つのコースを選定した。調査コースでは設
定したスタート地点からゴール地点までの１つのルートの調査を行うものとする。これにより本研究では
６コース（６ルート）を調査することにした。表２に調査コースにおけるルートの両端となる地点の名称
を示す。ただし、ここに挙げた調査コースのルート両端点の名称は調査実施当時（2021年５月から７月）
のものである。また、GISソフトウェアQGIS Desktop 3.16.11［7］の計測機能を用いて、調査ルートの距
離を計測した。その計測結果を表２に示している。

図２にエリアＡの調査コースの外観を示す。図３にエリアＡのＡ－１コースにおける調査ルートの様子
を示す。図４にエリアＡのＡ－２コースにおける調査ルートの様子を示す。そして図５にエリアＡのＡ－
３コースにおける調査ルートの様子を示す。また図６にエリアＢの調査コースの外観を示す。図７にエリ
アＢのＢ－１コースにおける調査ルートの様子を示す。図８にエリアＢのＢ－２コースにおける調査ルー
トの様子を示す。そして図９にエリアＢのＢ－３コースにおける調査ルートの様子を示す。
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図２　エリアＡの調査コースの外観。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加し
て使用したものである。

  

図３　エリアＡ・Ａ－１コースにおける調査ルート。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自
データを追加して使用したものである。
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図４　エリアＡ・Ａ－２コースにおける調査ルート。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自
データを追加して使用したものである。

  

図５　エリアＡ・Ａ－３コースにおける調査ルート。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自
データを追加して使用したものである。
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図６　エリアＢの調査コースの外観。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加し
て使用したものである。

  

図７　エリアＢ・Ｂ－１コースにおける調査ルート。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自
データを追加して使用したものである。
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図８　エリアＢ・Ｂ－２コースにおける調査ルート。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自
データを追加して使用したものである。

  

図９　エリアＢ・Ｂ－３コースにおける調査ルート。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自
データを追加して使用したものである。
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２. ３　調査対象物

本研究では筆者の米沢市中部地区［1］・南部地区［2］・北部地区［3］・愛宕地区［4］および西部地区
ＪＲ米坂線以東に位置している区域［5］における調査研究と同様に、道路を歩行する際に遭遇する数多
くの地物や道幅の広狭に関する情報および歩行者の安全な歩行に関する情報を調査対象物とする。

地物に関しては、表３に示す12の地物を本研究での調査対象物とした。カーブミラーに関しては、カー
ブミラーの設置数およびミラー数を調べた。調査対象の地物を図10に例示する。これらの地物を取り上げ
た理由は筆者の中部地区［1］・南部地区［2］・北部地区［3］・愛宕地区［4］および西部地区ＪＲ米坂線
以東に位置している区域［5］における調査研究において述べているが改めて記す。

（A）　　　　　　　　　　　　　 　（B）　　　　　　　　　　　　　 　（C）

（D）　　　　　　　　　　　　　 　（E）　　　　　　　　　　　　　 　（F）

（G）　　　　　　　　　　　　　 　（H）　　　　　　　　　　　　　 　（I）

（J）　　　　　　　　　　　　　 　（K）　　　　　　　　　　　　　 　（L）

図10　調査対象物の地物　 （A）スロープ、（B）金網、（C）鉄板、（D）排雪用側溝網、（E）側溝、（F）流雪溝、
（G）マンホール、（H）カーブミラー、（I）ガードレール、（J）セーフティパイプ、（K）縁石、（L）点
字ブロック

山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告　第49号

－ 24 －



表３　調査対象物

項目 調査対象物

地物

道幅情報
安全な歩行に関する情報

スロープ、金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝、流雪溝、マンホール、
縁石、カーブミラー（設置数およびミラー数）、ガードレール、
セーフティパイプ、点字ブロック
道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所
危険ゾーン

スロープは勾配の程度に関わらず、わずかながらの段差が生じているところもある。そのため車いす利
用者あるいは赤ちゃんや小さな子どもを乗せたベビーカーまたはバギー利用者が歩行する際には、その段
差が安全な通行の妨げとなると考えたからである。鉄板やマンホールは雨天時や氷結時には足を滑らせる
原因の一つと考えた。排雪用側溝網や側溝は歩行時に足元の確認を怠った際には誤って足を踏み外すこと
も想定され、歩行時の障害となりうる。金網や流雪溝についても、雨天時や氷結時には足を滑らせる原因
にもなる。さらにはヒールの細い靴を履いていた場合に網目に足を取られ転倒する可能性がある。カーブ
ミラー・ガードレール・セーフティパイプ・縁石などの存在は歩行者が道路を通行する車両から身を守り、
安全に道路を往来するために欠かすことはできない。視覚障がい者が道路を安全に歩行できるよう誘導す
るために地面に敷設されている点字ブロックは、視覚障がい者にとって必要不可欠なものである。

さらに調査者が調査時に主観により調査ルートの道幅が広いまたは道幅が狭いと判断した箇所は、その
箇所を「道幅が広い箇所」や「道幅が狭い箇所」という道幅情報として収集した。道幅が広い箇所ならび
に道幅が狭い箇所の様子を図11に示している。また歩行者が歩行の際に安全性が損なわれる可能性がある
と調査者が判断した箇所に関しての情報収集もあわせて行った。この歩行者が歩行の際に安全性が損なわ
れる可能性があると判断した箇所を、本研究では「危険ゾーン」と命名している。なお調査時は道路交通
の基盤となる情報として、信号と横断歩道、そして停止線の位置情報の収集も同時に行っている。

　　　　　　　　（A）　　　　　　　　　　　　　 　（B）

図11　道幅に関する情報（Ａ）道幅が広い箇所、（Ｂ）道幅が狭い箇所

２. ４　データ収集

調査は2021年５月から７月の間に実施した。調査者は調査対象エリア内の調査対象コースにおける各ル
ートを徒歩により移動した。そして調査者は調査対象コースのルートにおいて調査対象物を目視により確
認し、調査対象物の位置する場所情報の記録を残した。

２. ５　収集データのGISデータ化

収集した調査対象物データのGISデータへの変換は筆者の米沢市市街地区における調査研究［1－5］に
ならい、GISソフトウェアQGIS Desktop 3.16.11［7］を用いてGISデータに変換を行った。調査対象地域が

西川／ユニバーサルデザインを意識した歩行空間状況の把握：Part 6 米沢市西部地区JR米坂線以西エリアを対象として

－ 25 －



山形県米沢市であるため、座標系は世界測地系の平面直角座標系第10系となる。
収集データをGISデータに変換する処理は次の流れで行っている。

（1）調査対象エリアごとに収集した調査対象物を分類する。
（2）（1）で分類したエリア別の分類データを調査コースごとに分類する。
（3）（2）で分類した調査コース別の分類データをルートごとに分類する。

　（4）（3）で分類した各ルートでの調査対象物ごとに位置情報変換サイト［8, 9］に公開されている位置
情報を緯度経度に変換するツールを使用して、調査時に記録した調査対象物の位置する場所情報を
平面直角座標系第10系の緯度経度データに変換する。

　（5）GISソフトウェアにより収集データの変換済み緯度経度データをGISデータへと変換する。
　（6）一部の調査対象物はディジタイズを行いGISデータとして作成する。

この処理により独自のGISデータを作成することができる。なお本研究では基本地図として国土交通省
国土地理院が整備している基盤地図情報［10］を用いている。そしてまた、境界データとして総務省統計
局で公開されている2015年国勢調査（小地域）の境界データを利用した［11］。

２. ６　データ解析処理

データ解析の際、統計処理ソフトウェアR version 3.6.3［12］やRパッケージtidyverse［13］でデータ処
理および分析を行い、グラフはRパッケージのggplot2［13］で作成した。

３　結果
３. １　エリアＡ
３. １. １　Ａ－１コース

　エリアＡにおけるＡ－１コースは、図３に示すように「矢来踏切」をスタート地点、「米沢館山郵便 

局」をゴール地点として設定したルートである。ルートには県道233号線（図３では図中央部の東から西
に走る道路）を含んでいる。表４にＡ－１コースのルートで確認された調査対象物の個数を示す。なお表
４に示すようにＡ－１コースにはスロープ、鉄板、側溝、縁石、ガードレール、点字ブロックは確認され
なかった。

金網が所在した位置を図12に表している。金網は29箇所確認された。図12より金網は特にゴール地点の
米沢館山郵便局付近やコース中央にある防火水槽から有限会社今田土建の間に数多く存在していた。

図13には排雪用側溝網と流雪溝が所在した場所を示している。排雪用側溝網は191箇所存在している。
排雪用側溝網はコース上に均一に存在していることが図13から確認できる。流雪溝は35箇所確認できた。
図13から流雪溝は排雪用側溝網と同様にコース上にまんべんなく存在していることが分かる。

図14はマンホールの所在する場所を示す。マンホールは36箇所確認された。マンホールはコースに偏り
なく存在していた。

図15はカーブミラーとセーフティパイプが存在している箇所を表している。カーブミラーは設置点が３
箇所確認され、ミラー数は４個確認できた。セーフティパイプは43箇所存在していた。セーフティパイプ
はコース上にまんべんなく存在していた。

Ａ－１コースの調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所を図16に示している。Ａ－１
コースでは道幅が広い箇所が４箇所確認された。道幅が広い箇所は４箇所とも「１人で歩くのに十分な広
さ」と報告されている。道幅が狭い箇所は４箇所確認された。この道幅が狭い箇所は４箇所とも「排雪用
側溝網が複数にあり、非常に路側帯が狭い」と報告されている。

Ａ－１コースの調査ルート上で確認した危険ゾーンは図17に示している。危険ゾーンは８箇所確認され
た。危険ゾーンのうち「コンクリートの側溝ふたが欠けている」と指摘された箇所が５箇所あり、歩行の
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際は足元に十分に留意する必要のある地点が確認された。また「路側帯が狭く、車の交通量が多い」と指
摘された箇所が２箇所あり、歩行者は車の走行状況に特に注意を要する地点が確認された。「足首まで入
る穴あり」と指摘する箇所も１箇所確認された。図18にＡ－１コースにおける危険ゾーンの一例を示す。

表４　エリアＡの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数

名称 Ａ－１コース
ルート１

Ａ－２コース
ルート１

Ａ－３コース
ルート１ 合計

スロープ
金網
鉄板
排雪用側溝網
側溝
流雪溝
マンホール
カーブミラー（設置数）
カーブミラー（ミラー数）
縁石
ガードレール
セーフティパイプ
点字ブロック
道幅広い
道幅狭い
危険ゾーン

0
29
0

191
0

35
36
3
4
0
0

43
0
4
4
8

0
44
2

132
3
4

69
5
5
0
0
5
0
1

10
7

4
24
0
0
4
1

44
9

14
2
2
4
0
1
9

10

4
97
2

323
7

40
149
17
23
2
2

52
0
6

23
25

合　　計 357 287 128 772
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図12　金網（エリアＡ・Ａ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。

  

図13　排雪用側溝網・流雪溝（エリアＡ・Ａ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に
独自データを追加して使用したものである。
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図14　マンホール（エリアＡ・Ａ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。

  

図15　カーブミラー・セーフティパイプ（エリアＡ・Ａ－１コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。
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図16　道幅が広い箇所・道幅が狭い箇所（エリアＡ・Ａ－１コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図17　危険ゾーン（エリアＡ・Ａ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。
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 図18　エリアＡ・Ａ－１コースにおける危険ゾーンの一例

３. １. ２　Ａ－２コース

エリアＡにおけるＡ－２コースは、図４に示すとおり、「米沢館山郵便局」をスタート地点とし、「大道
踏切」をゴール地点として設定したルートである。ルートの一部に県道233号線（図４では図中央部の東
から西に走る道路）を含んでいる。表４にＡ－２コースの各ルートで確認された調査対象物の個数を示す。
なお表４に示すように、Ａ－２コースにおいては、スロープ、縁石、ガードレール、点字ブロックは確認
されなかった。

金網が所在した位置を図19に表している。金網は44個確認された。金網はスタート地点の米沢館山郵便
局と米沢館山郵便局から一つ目の曲がり角までの間（県道233号線上）と、ゴール地点の大道踏切の付近
の道で多く確認された。

図20は鉄板の確認された箇所を示している。鉄板は２箇所確認された。鉄板のうち１つは米沢市立第三
中学校側の曲がり角に１つ存在していた。

図21に排雪用側溝網、側溝、流雪溝が所在した場所を示している。排雪用側溝網は132箇所存在していた。
排雪用側溝網は米沢市立第三中学校側の曲がり角からゴール地点の大道踏切に至るまで道の中盤に集中し
て確認された。側溝は３箇所存在していた。１つの側溝はゴール地点の大道踏切の側に存在している。残
り２つの側溝は米沢市立第三中学校側の曲がり角に１つ、米沢市立第三中学校東側の道に存在しているこ
とが図21から明らかである。流雪溝は４個確認できた。確認された４個の流雪溝は、全てスタート地点の
米沢館山郵便局と米沢館山郵便局から西方向に進んだ一つ目の曲がり角までの間（県道233号線上）で確
認された。

マンホールは69箇所確認された。図22にマンホールの所在する場所を示す。図22からマンホールはルー
トにまんべんなく存在していることが確認できる。

カーブミラーとセーフティパイプが所在している箇所を図23に表している。カーブミラーは設置点が５
箇所確認され、ミラーは５個存在していた。５つの設置点のうち２箇所のカーブミラーは米沢市立第三中
学校近くにある２つの曲がり角にそれぞれ一つずつ設置されていた。セーフティパイプは５箇所存在して
いた。ゴール地点の大道踏切付近にセーフティパイプが３箇所存在しており、また大道踏切から西に約
420ｍ進んだところにある十字路にセーフティパイプが２箇所設置されていた。

Ａ－２コースの調査ルート上で確認された道幅が狭い箇所と道幅が広い箇所を図24に示している。Ａ－
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２コースでは道幅が狭い箇所は10箇所確認された。図24に示されているようにＡ－２コースは全体的に非
常に道幅が狭い場所が続いており、「歩行者は一列にならないと安全に歩行できない」や「路側帯の幅が
狭い」と指摘されている。道幅が広い箇所はスタート地点の米沢館山郵便局付近で１箇所確認された。こ
の箇所は「２人横に並んで歩いても十分な広さ」と報告されている。

危険ゾーンは７箇所確認された。図25に危険ゾーンが位置する場所を示している。危険ゾーンは米沢市
立第三中学校側の曲がり角に「側溝の一部に金網がないため、足元に注意する必要あり」と指摘する箇所
が１つ存在している。そして米沢市立第三中学校東側の道に「アスファルトが一部欠けており、わずかな
段差あり」と指摘する箇所が連続して４箇所確認された。このように確認された７箇所の危険ゾーンのう
ち５箇所が米沢市立第三中学校の隣接する道路に集中していた。また、スタート地点の米沢館山郵便局付
近には「コンクリートの側溝ふたが欠けている」と指摘する箇所が１箇所ある。ゴール地点の大道踏切付
近には「路側帯と側溝との間に大きな段差あり。転落の恐れあり」と指摘する箇所が１箇所ある。図26に
Ａ－２コースにおける危険ゾーンの一例を示す。

図19　金網（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。
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図20　鉄板（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。

  

図21　排雪用側溝網・側溝・流雪溝（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図
情報に独自データを追加して使用したものである。
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図22　マンホール（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。

  

図23　カーブミラー・セーフティパイプ（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。
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図24　道幅が広い箇所・道幅が狭い箇所（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図25　危険ゾーン（エリアＡ・Ａ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。
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図26　エリアＡ・Ａ－２コースにおける危険ゾーンの一例

３. １. ３　Ａ－３コース

エリアＡにおけるＡ－３コースは、図５に示すとおり「米沢市立緑ヶ丘保育園」をスタート地点とし、「フ
ァミリーマート米沢館山バイパス店」をゴール地点として設定したルートである。ルートの一部に国道
121号線（図５では図上部の北から西に走る道路）を含んでいる。表４にＡ－３コースの各ルートで確認
された調査対象物の個数を示す。なお表４に示すように、Ａ－３コースにおいては、鉄板、排雪用側溝網、
点字ブロックは確認されなかった。

Ａ－３コースではスロープが４箇所確認された。スロープの位置を図27に示している。全てのスロープ
はゴール地点のファミリーマート米沢館山バイパス店側の国道121号線上に存在している。

金網は24個確認された。金網が所在した位置を図28に表している。図28から明らかなように、金網は複
数個が集まって存在しており、全体としてはルート上に６箇所に集まって存在していることが確認できる。

図29に側溝と流雪溝が所在した場所を示している。側溝は４箇所存在していた。全ての側溝は吹屋敷町
公民館第２駐車場からゴール地点のファミリーマート米沢館山バイパス店に至るまでの道に存在していた。
流雪溝は１箇所確認された。確認された流雪溝はスタート地点の米沢市立緑ヶ丘保育園から北に進んで１
つ目の信号付近に存在していた。

マンホールは44箇所確認された。図30にマンホールの所在場所を示す。図30からマンホールはルートに
まんべんなく存在していることが確認できる。

カーブミラー・縁石・ガードレール・セーフティパイプが所在している箇所を図31に表している。カー
ブミラーは設置点が９箇所確認され、ミラーは14個存在していた。９つの設置点のうち３箇所のカーブミ
ラーは吹屋敷町公民館第２駐車場とゴール地点のファミリーマート米沢館山バイパス店に至る区間に設置
されていた。また２箇所のカーブミラーはスタート地点の米沢市立緑ヶ丘保育園から北に進んで１つ目の
信号のある交差点に存在していた。ルート中盤にある消火栓付近にもカーブミラーが２つ設置されている。
縁石は２箇所の設置が確認された。全ての縁石はゴール地点のファミリーマート米沢館山バイパス店側の
国道121号線上に存在している。ガードレールは２箇所の設置が確認され、その全てが吹屋敷町公民館第
２駐車場の側に設置されている。セーフティパイプは４箇所存在していた。確認された全てのセーフティ
パイプが吹屋敷町公民館第２駐車場側の緩やかなカーブのある道沿いに設置されている。

Ａ－３コースの調査ルート上で確認された道幅が狭い箇所と道幅が広い箇所を図32に示している。Ａ－
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３コースでは道幅が狭い箇所は９箇所確認された。Ａ－３コースは全体的に非常に道幅が狭い場所が続い
ており、「歩行者が一列にならないと安全に歩行できない」と指摘する箇所が５箇所報告されている。そ
のうち、スタート地点の米沢市立緑ヶ丘保育園と保育園から北に進んで１つ目の信号のある交差点との間
の約154mの区間に「歩行者が一列にならないと安全に歩行できない」という指摘が３箇所存在している。
またさらに「路側帯の幅が狭い」と指摘する箇所が４箇所報告されている。道幅が広い箇所はゴール地点
のファミリーマート米沢館山バイパス店そばの国道121号線上で１箇所確認された。この箇所は「２、３
人が並んで歩けるほどの広さ」と報告されている。

危険ゾーンは10箇所確認された。図33に危険ゾーンが位置する場所を示している。危険ゾーンが特に集
中して報告されている場所が３箇所ある。１つ目はスタート地点の米沢市立緑ヶ丘保育園から北に進んで
１つ目の信号のある交差点である。この交差点では３つの危険ゾーンが指摘されている。これらの危険ゾ
ーンは「交差点近くに短い側溝があるが、金網などがないため、足がはまる可能性あり」・「車の出入りが
多い。信号待ちのスペースが狭い」・「コンクリートの路面から金網が浮いているため、金網に段差あり」
という指摘である。２つ目は吹屋敷町公民館第２駐車場付近である。この吹屋敷町公民館第２駐車場付近
では２つの危険ゾーンが指摘されている。これらの危険ゾーンは「用水路に柵がない」・「金網に段差あり」
という指摘である。また吹屋敷町公民館第２駐車場から南に約36ｍ進んだ地点でも危険ゾーンが報告され、
その内容は「アスファルトが一部欠けていて、わずかな段差あり」となっている。３つ目はゴール地点の
ファミリーマート米沢館山バイパス店側の国道121号線上である。ゴール地点近くの道では２つの危険ゾ
ーンが指摘されている。指摘内容は「コンクリートの側溝ふたが一部欠けている」・「金網に段差あり」が
報告されている。図34にＡ－３コースにおける危険ゾーンの一例を示す。

  

図27　スロープ（エリアＡ・Ａ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを
追加して使用したものである。
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図28　金網（エリアＡ・Ａ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。

  

図29　側溝・流雪溝（エリアＡ・Ａ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自デー
タを追加して使用したものである。
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図30　マンホール（エリアＡ・Ａ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。

  

図31　カーブミラー・縁石・ガードレール・セーフティパイプ（エリアＡ・Ａ－３コース）。この
図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである。
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図32　道幅が広い箇所・道幅が狭い箇所（エリアＡ・Ａ－３コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図33　危険ゾーン（エリアＡ・Ａ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。
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図34　エリアＡ・Ａ－３コースにおける危険ゾーンの一例

３. ２　エリアＢ
３. ２. １　Ｂ－１コース

エリアＢにおけるＢ－１コースは、図７に示すように「館山６丁目バスのりば」をスタート地点とし、「鈴
木商店」をゴール地点として設定したルートである。Ｂ－１コースは県道233号線（図７では図中央部の
南から北に走る道路）を含んでいる。表５にＢ－１コースの各ルートで確認された調査対象物の個数を示
す。なお表５に示すように、Ｂ－１コースにおいては、鉄板、側溝、ガードレール、そして点字ブロック
は確認されなかった。

Ｂ－１コースではスロープが７箇所確認された。スロープの位置を図35に示している。全てのスロープ
はコース中盤にある消火栓１からゴール地点の鈴木商店までの間の道筋に存在している。

金網は23個確認された。金網の位置を図36に示している。金網はスタート地点の館山６丁目バスのりば
付近に２個存在しており、残りの21個はコース中盤にある消火栓１からゴール地点の鈴木商店までの間に
存在していた。

排雪用側溝網と流雪溝については、排雪用側溝網が58個、流雪溝が３個確認された。排雪用側溝網と流
雪溝の位置を図37に示している。排雪用側溝網と流雪溝はともにその全てがスタート地点の館山６丁目バ
スのりばからコース中盤にある消火栓１までの間に存在している。

マンホールは32個確認された。マンホールの位置を図38に示している。マンホールはルート上にまんべ
んなく存在していることが図38から確認できる。とりわけゴール地点の鈴木商店近くの交差点に数多くの
マンホールが存在している。

カーブミラーと縁石、そしてセーフティパイプの位置を図39に示している。カーブミラーは１箇所の設
置が確認され、カーブミラーのミラー数は２個であった。設置されていたカーブミラーはコース中盤にあ
る消火栓１付近の交差点に設置されていることが図39から確認できる。縁石は20箇所の設置が確認された。
縁石はその全てがコース中盤にある消火栓１からゴール地点の鈴木商店までの間に設置されている。セー
フティパイプは16箇所の設置が確認された。確認された全てのセーフティパイプがスタート地点の館山６
丁目バスのりばからコース中盤にある消火栓１までの道筋に設置されていることが図39から確認できる。

Ｂ－１コースの調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所を図40に示している。Ｂ－１
コースでは道幅が広い箇所が３箇所存在している。図40より道幅が広い３箇所はその全てがコース中盤に
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ある消火栓１からゴール地点の鈴木商店までの間で確認された。この道幅が広い箇所は「２、３人並んで
歩いても十分な広さ」と報告されている。道幅が狭い箇所は３箇所確認された。この３つの道幅が狭い箇
所はスタート地点の館山６丁目バスのりばからコース中盤にある消火栓１までの間で確認されており、そ
の全てが「歩行者と車のすれ違いがギリギリの狭さ」と指摘されている。

危険ゾーンは15箇所確認された。危険ゾーンの位置を図41に示している。図41から明らかなように、全
ての危険ゾーンはスタート地点の館山６丁目バスのりばからコース中盤にある消火栓１までの間で確認さ
れている。確認された危険ゾーンのうち７箇所が「路側帯が狭いうえに車の交通量が多い」という指摘と
なっている。その他の危険ゾーンとしては「排雪用側溝網の一部が歪んでいる」や「コンクリートの側溝
ふたの一部が欠けている」と指摘する箇所があり、歩行の際は足元に注意を要する地点が確認された。図
42にＢ－１コースにおける危険ゾーンの一例を示す。

表５　エリアＢの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数

名称 Ｂ－１コース
ルート１

Ｂ－２コース
ルート１

Ｂ－３コース
ルート１ 合計

スロープ
金網
鉄板
排雪用側溝網
側溝
流雪溝
マンホール
カーブミラー（設置数）
カーブミラー（ミラー数）
縁石
ガードレール
セーフティパイプ
点字ブロック
道幅広い
道幅狭い
危険ゾーン

7
23
0

58
0
3

32
1
2

20
0

16
0
3
3

15

0
81
12
47
1

31
64
1
1

27
2

25
0
3

10
14

0
12
6

74
0

42
22
1
1
0
2

26
0
0
5
5

7
116
18

179
1

76
118

3
4

47
4

67
0
6

18
34

合　　計 183 319 196 698
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図35　スロープ（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを
追加して使用したものである。

  

図36　金網（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。
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図37　排雪用側溝網・流雪溝（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に
独自データを追加して使用したものである。

  

図38　マンホール（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。
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図39　カーブミラー・縁石・セーフティパイプ（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院
の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図40　道幅が広い箇所・道幅が狭い箇所（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。
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図41　危険ゾーン（エリアＢ・Ｂ－１コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。

図42　エリアＢ・Ｂ－１コースにおける危険ゾーンの一例

 　　 
３. ２. ２　Ｂ－２コース

エリアＢにおけるＢ－２コースは、図８に示すように「大樽橋入り口」をスタート地点とし、「ＪＡ山
形おきたま館山選果場」をゴール地点として設定したルートである。ルート１はルートの一部に県道233
号線（図８では図中央部の東から西に走る道路）と国道121号線（図８では図左部の東から西に走る道路）
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を含んでいる。表５にＢ－２コースの各ルートで確認された調査対象物の個数を示す。なお表５に示すよ
うに、Ｂ－２コースにおいては、スロープと点字ブロックは確認されなかった。

Ｂ－２コースでは金網は81個確認された。金網の位置を図43に示している。金網は県道233号線上に多
く存在していることが図43から確認できる。

鉄板は12個確認された。鉄板の位置を図44に示している。図44から鉄板は特にこめ太郎付近の道路に８
個が集中して存在している。

排雪用側溝網、側溝そして流雪溝については、排雪用側溝網が47個、側溝が1個、流雪溝が31個確認された。
排雪用側溝網、側溝、流雪溝の位置を図45に示している。47個の排雪用側溝網はゴール地点のＪＡ山形お
きたま館山選果場から北に進んで１つ目の曲がり角から米沢館山郵便局近くの信号のある交差点までの区
間に存在している。側溝はルート中盤にある消火栓の近くに存在している。流雪溝については、ゴール地
点のＪＡ山形おきたま館山選果場から北に進んで１つ目の曲がり角からルート中盤にある消火栓までの間
に存在している。

マンホールは64個確認された。マンホールの位置を図46に示している。マンホールはルート上にまんべ
んなく存在しており、特に県道233号線と国道121号線が交わる交差点に数多く存在していることが図46か
ら確認できる。

カーブミラー、縁石、ガードレール、そしてセーフティパイプの位置を図47に示している。カーブミラ
ーの設置は１箇所の設置が確認され、カーブミラーのミラー数は１個であった。カーブミラーの設置はル
ート中盤にある消火栓の近くの交差点で確認された。縁石は27箇所の設置が確認された。縁石は県道233
号線と国道121号線が交わる交差点付近と、その交差点からスタート地点の大樽橋入り口までの道路に設
置されている。ガードレールは２箇所の設置が確認された。２箇所のガードレールは米沢舘山郵便局付近
の信号機のそばに設置されている。セーフティパイプは25箇所の設置が確認された。25箇所のセーフティ
パイプのうち14箇所がスタート地点の大樽橋入り口からこめ太郎近くの交差点までの区間に設置されてい
た。

Ｂ－２コースの調査ルート上で確認した道幅が広い箇所、道幅が狭い箇所を図48に示している。Ｂ－２
コースでは道幅が広い箇所は３箇所存在している。図48より全ての道幅が広い箇所はスタート地点の大樽
橋入り口からこめ太郎までの区間に存在している。これらの道幅が広い箇所は「２、３人並んで歩いても
十分な広さ」と報告されている。道幅が狭い箇所は10箇所確認された。道幅が狭い箇所はゴール地点のＪ
Ａ山形おきたま館山選果場から北に進んで１つ目の曲がり角からルート中盤にある消火栓までの間ルート
中盤にある消火栓までの区間に存在しており、その全てが「路側帯の幅が狭い」と指摘されている。

危険ゾーンは14箇所確認された。危険ゾーンの位置を図49に示している。「アスファルトの一部が欠け
ている」や「排雪用側溝網の一部が歪んでいる」、「コンクリートの側溝ふたの一部が欠けている」さらに「鉄
板が密集。雨天時歩行はスリップに注意」と指摘する箇所が確認された。また「車とのすれ違いがギリギ
リ」と指摘する箇所が３箇所あり、歩行の際は特に車の走行状況に注意する必要がある地点として確認さ
れた。図50にＢ－２コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
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図43　金網（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。

  

図44　鉄板（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。
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図45　排雪用側溝網・側溝・流雪溝（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図
情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図46　マンホール（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。
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図47　カーブミラー・縁石・ガードレール・セーフティパイプ（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この
図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図48　道幅が広い箇所・道幅が狭い箇所（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この図は国土地理院の基盤
地図情報に独自データを追加して使用したものである。
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図49　危険ゾーン（エリアＢ・Ｂ－２コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。

図50　エリアＢ・Ｂ－２コースにおける危険ゾーンの一例

３. ２. ３　Ｂ－３コース

エリアＢにおけるＢ－３コースは、図９に示すとおり「米沢館山郵便局付近の信号機」をスタート地点
とし、「平井医院」をゴール地点として設定したルートである。表５にＢ－３コースの各ルートで確認さ
れた調査対象物の個数を示す。なお表５に示すように、Ｂ－３コースにおいては、スロープ、側溝、縁石、
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点字ブロック、そして道幅が広い箇所は確認されなかった。
Ｂ－３コースでは金網は12個確認された。金網が所在した位置を図51に示している。図51から明らかな

ように、金網はスタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機と信号機から約140ｍのところにある曲がり
角までの間に９個存在していることが確認できる。

鉄板が所在した位置を図52に表している。鉄板は６個確認された。図52よりゴール地点の平井医院手前
の曲がり角に確認された６個の鉄板が集まって存在していた。

図53に排雪用側溝網と流雪溝が所在した場所を示している。排雪用側溝網は74箇所存在していた。全て
の排雪用側溝網はスタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機から南に約140ｍ進んだところにある曲が
り角からゴール地点の平井医院までの区間に存在していることが確認された。

流雪溝は42箇所確認された。確認された流雪溝のうち26箇所がスタート地点の米沢館山郵便局付近の信
号機と信号機から南に約140ｍ進んだところにある曲がり角までの間に存在していた。

マンホールは22箇所確認された。図54にマンホールの所在場所を示す。図54からマンホールはルートに
まんべんなく存在していることが確認できる。中でもスタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機のある
交差点に５箇所、そしてあづま調剤薬局近くの交差点に５箇所存在していた。

カーブミラー・ガードレール・セーフティパイプが所在している箇所を図55に表している。カーブミラ
ーは設置点が１箇所確認され、ミラーは１個存在していた。このカーブミラーはスタート地点の米沢館山
郵便局付近の信号機から南に約140ｍ進んだところにある曲がり角に設置されていた。ガードレールは２
箇所の設置が確認され、その全てがスタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機のそばに存在している。
セーフティパイプは26箇所存在していた。26箇所のうち7箇所のセーフティパイプがスタート地点の米沢
館山郵便局付近の信号機のそばに存在していた。そして残りの19個のセーフティパイプが、スタート地点
の米沢館山郵便局付近の信号機から南に約140ｍ進んだところにある曲がり角からゴール地点の平井医院
までの間にまんべんなく存在している。

Ｂ－３コースの調査ルート上で確認された道幅が狭い箇所を図56に示している。Ｂ－３コースでは道幅
が狭い箇所は５箇所確認された。スタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機から南に約140ｍ進んだと
ころにある曲がり角では「曲がり角の路側帯が狭い」と報告されている。また、この曲がり角からゴール
地点の平井医院までの間では、「路側帯が狭く、歩行者と車のすれ違いがギリギリ」と指摘する箇所が３
箇所報告されている。スタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機の付近においても「路側帯が非常に狭
い」と報告されている。

危険ゾーンは５箇所確認された。図57に危険ゾーンが位置する場所を示している。スタート地点の米沢
館山郵便局付近の信号機の付近では「車の交通量が多い。歩行者と車のすれ違いは非常に危ない」と指摘
されており、米沢館山郵便局付近の信号機の付近は、歩行時に車の走行状況に特に注意する必要がある地
点として確認された。スタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機から南に約140ｍ進んだところにある
曲がり角では「曲がり角にはカーブミラーがあるが死角あり。歩行者と車が衝突する危険性が高い」と指
摘されている。この曲がり角も歩行時に車の走行状況に特に注意する必要がある地点として確認された。
その他の危険ゾーンとしては「アスファルトが一部欠けている」や「コンクリートの側溝ふたの一部が欠
けている」と指摘する箇所があり、歩行の際は足元に注意を要する地点が確認された。図58にＢ－３コー
スにおける危険ゾーンの一例を示す。
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図51　金網（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。

  

図52　鉄板（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データを追加
して使用したものである。
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図53　排雪用側溝網・流雪溝（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に
独自データを追加して使用したものである。

  

図54　マンホール（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。
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図55　カーブミラー・ガードレール・セーフティパイプ（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国
土地理院の基盤地図情報に独自データを追加して使用したものである。

  

図56　道幅が狭い箇所（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自デ
ータを追加して使用したものである。
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図57　危険ゾーン（エリアＢ・Ｂ－３コース）。この図は国土地理院の基盤地図情報に独自データ
を追加して使用したものである。

図58　エリアＢ・Ｂ－３コースにおける危険ゾーンの一例
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３. ３　調査コースにおける調査対象物の存在状況
３. ３. １　地物

本研究ではスロープ、金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝、流雪溝、マンホール、カーブミラー（設置
数およびミラー数）、ガードレール、セーフティパイプ、縁石、点字ブロックの12種類の地物を取り上げ、
調査コース・調査ルートにおけるそれら地物の存在を調査している。西部地区ＪＲ米坂線以西エリア内で
調査した６コース・６ルートにおいて確認されたスロープ、金網、鉄板、排雪用側溝網、側溝、流雪溝、
マンホール、縁石、セーフティパイプの距離100m当たりの確認数を図59に示す。

スロープはエリアＡのＡ－３コース・ルート１およびエリアＢのＢ－１コース・ルート１で確認され、
合計11箇所確認できた。図59（Ａ）を確認すると、エリアＢのＢ－１コース・ルート１では距離100m当
たりの箇所数が1.5箇所となっており、最も多く確認されている。次いでエリアＡのＡ－３コース・ルー
ト１が0.4箇所となっている。

金網は図59（Ｂ）よりすべてのコース・ルートに存在していたことが分かる。全ルートで合計213箇所
を確認できた。距離100m当たりの金網の箇所数で最も多く存在していたのはエリアＢのＢ－２コース・
ルート１で、その個数は8.2箇所であった。次いでエリアＢのＢ－１コース・ルート１が5.1個、エリアＡ
のＡ－２コース・ルート１が3.6箇所となった。そして、エリアＡのＡ－１コース・ルート１とエリアＡ
のＡ－３コース・ルート１、及びエリアＢのＢ－３コース・ルート１が同数の2.6箇所となった。

調査したコース・ルートのうち３つのコース・ルートに鉄板が存在していたことが図59（Ｃ）より分かる。
３つのコース・ルートで合計20箇所を確認できた。鉄板の存在が確認されたコース・ルートのうち、エリ
アＢのＢ－３コース・ルート１においては距離100m当たりの鉄板の箇所数が1.3個、そしてエリアＢのＢ
－２コース・ルート１では距離100m当たりの鉄板の箇所数が1.2個であった。最後にエリアＡのＡ－２コ
ース・ルート１が0.2個であった。

図59（Ｄ）を確認すると、排雪用側溝網はエリアＡのＡ－３コース・ルート１を除く５つのコース・ル
ートで合計502箇所確認できた。距離100m当たりの排雪用側溝網の箇所数で最も多く存在していたのはエ
リアＡのＡ－１コース・ルート１で、その個数は17.4箇所であった。次いでエリアＢのＢ－３コース・ル
ート１が16.0箇所である。エリアＢのＢ－１コース・ルート１は12.8箇所、エリアＡのＡ－２コース・ル
ート１は10.9箇所、エリアＢのＢ－２コース・ルート１は4.8箇所となっている。

側溝については、エリアＡのＡ－２コース・ルート１およびエリアＡのＡ－３コース・ルート１、そし
てエリアＢのＢ－２コース・ルート１の合計３ルートにその存在が確認されている。これらのルートの合
計は８箇所となった。図59（Ｅ）より距離100m当たりの側溝の箇所数で最も多く存在していたのはエリ
アＡのＡ－３コース・ルート１で、その個数は0.4箇所であった。次いでエリアＡのＡ－２コース・ルー
ト１が0.2箇所である。最後にエリアＢのＢ－２コース・ルート１が0.1箇所であった。
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図59　距離100m当たりの地物の確認数（A）スロープ、（B）金網、（C）鉄板、（D）排雪用側溝網、（E）
側溝、（F）流雪溝、（G）マンホール、（H）縁石、（I）セーフティパイプ
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図60　地物の総確認数に対するコース・ルート別確認数の割合（A）カーブミラー（設置数）、（B）カー
ブミラー（ミラー数）、（C）ガードレール、（D）点字ブロック

流雪溝は、図59（Ｆ）よりすべてのコース・ルートに存在していたことがわかる。流雪溝の合計箇所数
は116であった。距離100m当たりの流雪溝の箇所数で最も多く存在していたのはエリアＢのＢ－３コース・
ルート１で、その個数は9.1箇所であった。次いでエリアＡのＡ－１コース・ルート１が3.2箇所、エリア
ＢのＢ－２コース・ルート１が3.1箇所となっている。またエリアＢのＢ－１コース・ルート１は0.7箇所、
エリアＡのＡ－２コース・ルート１は0.3箇所、エリアＡのＡ－３コース・ルート１は0.1箇所であった。

マンホールは、すべてのコース・ルートに存在していたことが図59（Ｇ）から確認できる。全コース・
ルートのマンホールの合計箇所数は267であった。距離100m当たりのマンホールの箇所数で最も多く存在
していたのはエリアＢのＢ－１コース・ルート１で、その箇所数は7.1箇所であった。そして２番目に多
く存在したのはＢ－２コース・ルート１で、距離100m当たりの箇所数は6.5箇所であった。距離100m当た
りの箇所数が最も少なかったのはエリアＡのＡ－１コース・ルート１で3.3箇所となった。

縁石に関しては、図59（Ｈ）より３つのコース・ルートにおいて、合計49箇所が確認された。距離
100m当たりの縁石の箇所数が最も多かったのはエリアＢのＢ－１コース・ルート１となっており、その
箇所数は4.4箇所となった。次いで、エリアＢのＢ－２コース・ルート１が2.7箇所、エリアＡのＡ－３コ
ース・ルート１が0.2箇所である。

セーフティパイプについては、すべてのコース・ルートにおいてセーフティパイプが存在しており、セ
ーフティパイプの合計箇所数は119であった。図59（Ｉ）よりエリアＢのＢ－３コース・ルート１では距
離100m当たりの鉄板の箇所数が5.6個となっており、すべてのコース・ルートの中で最も多く存在してい
た。次いで、エリアＡのＡ－１コース・ルート１が3.9個であった。続いてエリアＢではＢ－１コース・
ルート１が3.5箇所、Ｂ－２コース・ルート１が2.5箇所であった。距離100m当たりの縁石の箇所数が最も
少なかったのはエリアＡのＡ－２コース・ルート１およびＡ－３コース・ルート１となっており、その個
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数は0.4となった。
西部地区ＪＲ米坂線以西エリア内で調査した６コース・６ルートにおいて確認されたカーブミラーの設

置数およびカーブミラーのミラー数、ガードレール、そして点字ブロックの総確認数に対するコース・ル
ート別確認数の割合を図60に示す。

カーブミラーの設置はすべてのコース・ルートにおいて設置されており、その設置数合計は20箇所とな
った。カーブミラーのミラー数の合計箇所数は27であった。図60（Ａ）より、最も多くカーブミラーが設
置されていたのはエリアＡのＡ－３コース・ルート１となっており、その割合は45.0％である。２番目に
カーブミラーの設置が多かったのはエリアＡのＡ－２コース・ルート１（25.0％）であった。また３番目
にカーブミラーの設置が多かったのはエリアＡのＡ－１コース・ルート１（15.0％）であった。カーブミ
ラーの設置が最も少なかったのはエリアＢのすべてのコースで、その割合は5.0％となった。

カーブミラーのミラー数については、図60（Ｂ）を確認すると、エリアＡのＡ－３コース・ルート１が
最も多く51.9％となっている。続いてエリアＡのＡ－２コース・ルート１が18.5％、エリアＡのＡ－１コ
ース・ルート１が14.8％となった。またエリアＢのＢ－１コース・ルート１が7.4％である。一方、カーブ
ミラーの設置が最も少なかったのはエリアＢのＢ－２コース・ルート１およびＢ－３コース・ルート１で
3.7％となった。

図60（Ｃ）よりガードレールは調査した６コース・６ルートのうち３コース・３ルートのみに設置され
ていた。ガードレールの設置が確認されたのはエリアＡのＡ－３コース・ルート１とエリアＢのＢ－２コ
ース・ルート１、そしてエリアＢのＢ－３コースのルート１である。ガードレールは合計６個確認できた。
３コース・３ルートのガードレール設置の割合はすべて33.3％であった。

点字ブロックの敷設は図60（Ｄ）から明らかなように、今回調査したすべてのコース・ルートで確認さ
れていない。

３. ３. ２　道幅

本研究では、調査時に調査者が主観により調査ルートの道幅が広いまたは道幅が狭いと判断した箇所を
「道幅が広い箇所」および「道幅が狭い箇所」として調査を行っている。西部地区ＪＲ米坂線以西エリア
内で調査した６コース・６ルートにて確認された道幅が広い箇所の総確認数に対するコース・ルート別の
個数の割合を図61（Ａ）に示す。また調査全コース全ルートにおける道幅が狭い箇所の総確認数に対する
コース・ルート別の確認数の割合を図61（Ｂ）に示す。

図61（Ａ）より、道幅が広いと確認された箇所は調査した全コース全ルートのうち５コース（５ルー
ト）で確認されており、合計12箇所確認された。道幅が広い箇所が確認されなかったのはエリアＢのＢ－
３コース・ルート１であった。エリアＡのＡ－１コース・ルート１が最も多く確認されており、その割合
は33.3％となっている。Ｂ－１コース・ルート１およびＢ－２コース・ルート１が２番目に多く道幅が広
い箇所が確認されており、その割合は25.0％であった。続いてエリアＡのＡ－２コース・ルート１とエリ
アＡのＡ－３コースの両ルートがともに8.3％となった。

図61（Ｂ）より全てのコース・ルートで道幅が狭いと確認され、その合計は41箇所となった。最も多く
道幅が狭い箇所が確認されたのはエリアＡのＡ－２コース・ルート１ならびエリアＢのＢ－２コース・ル
ート１となっており、その割合は24.4％であった。そしてエリアＡのＡ－３コース・ルート１（22.0％）
と続いている。

３. ３. ３　危険ゾーン

本研究では、調査時に歩行者の歩行時の安全性が損なわれる可能性があると調査者が主観により判断し
た箇所を「危険ゾーン」の名目で調査を行っている。西部地区ＪＲ米坂線以西エリア内で調査した６コー
ス・６ルートにて確認された危険ゾーンの総確認数に対するコース・ルート別確認数の割合を図62に示す。
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図62から明らかなように調査したすべてのコース・ルートにおいて危険ゾーンの箇所が確認され、その
合計は59箇所となった。最も危険ゾーンの箇所が多かったのは25.4%を占めたエリアＢのＢ－１コース・
ルート１であった。次いでエリアＢのＢ－２コース・ルート１となっており、その割合は23.7%となった。
３番目に多かったのがエリアＡのＡ－３コース・ルート１で、その割合は16.9%となった。

 

図61　道幅に関する情報の総確認数に対するコース・ルート別確認数の割合（A）道幅が広い箇所、（B）道
幅が狭い箇所

 

図62　危険ゾーンの総確認数に対するコース・ルート別確認数の割合

４　考察

調査対象物の中で最も多くの存在が確認された調査対象物は排雪用側溝網である。６コース・６ルート
の排雪用側溝網の合計が502箇所となっていた（図59（Ｄ））。そのうち排雪用側溝網の距離100ｍ当たりの
確認数が最も多い17.4個となったのは、エリアＡのＡ－１コース・ルート１である。Ａ－１コース・ルー
ト１はスタート地点を矢来踏切、ゴール地点を米沢館山郵便局までと設定したコースであり、県道233号
線上を通っている。この県道233号線は福島県喜多方市方面に向かう国道121号線と合流しており、車の交
通量が多い道路となっている。そして２番目に多く確認されたのはエリアＢのＢ－３コース・ルート１で
ある。このコースでの距離100ｍ当たりの確認数は16.0個であった。エリアＢのＢ－３コース・ルート１
では、スタート地点の米沢館山郵便局付近の信号機から南に約140ｍ進んで一つ目の曲がり角からゴール
地点の平井医院までの区間で排雪用側溝網が確認されている。Ａ－１コース・ルート１では、道幅が狭い
箇所が４箇所挙げられており、その全てが「排雪用側溝網が複数にあり、非常に路側帯が狭い」と報告さ
れている（図16）。さらに危険ゾーンとしても「路側帯が狭く、車の交通量が多い」と報告されている（図
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17）。またエリアＢのＢ－３コース・ルート１上の排雪用側溝網が確認された区間では、道幅が狭い箇所
が３箇所挙げられており、その内容は「路側帯が狭く、歩行者と車のすれ違いがギリギリ」と報告されて
いる（図56）。このようにここで挙げた２つのコースは、路側帯が狭いうえに、排雪用側溝網が多数存在
していることから、歩行者は車の往来のみならず、足元にある排雪用側溝網に十分に注意しながら歩行を
行うことが望ましい。

点字ブロックは今回調査した全てのコース・ルートでは敷設されていなかった（図60（Ｄ））。しかし視
覚障がい者が安心して道路を歩けるようにするためには、可能な限り点字ブロックの敷設を進めていく必
要がある。点字ブロックの敷設が可能な道路として、今回の調査したコースの中では３つのコール・ルー
トが考えられる。1つ目はＡ－３コースのゴール地点のファミリーマート米沢館山バイパス店そばの国道
121号線上である。ここでは道幅が広い箇所が１箇所確認されており、この箇所は「２、３人が並んで歩
けるほどの広さ」と報告されている（図32）。２つ目はＢ－１コースのコース中盤にある消火栓１からゴ
ール地点の鈴木商店までの間の県道233号線上である。ここでは道幅が広い箇所が３箇所確認されている

（図40）。この箇所は「２、３人並んで歩いても十分な広さ」と報告されている。３つ目はＢ－２コースの
スタート地点の大樽橋入り口からこめ太郎までの区間に道幅が広い箇所が３箇所存在し、その報告内容は

「２、３人並んで歩いても十分な広さ」とされている（図48）。このＢ－２コースの道幅が広い箇所は国道
121号線上と県道233号線上に存在している。これらの報告から、国道121号線上や県道233号線上の歩道に
点字ブロックの敷設を検討する価値がある。

道幅については調査した６コース・６ルートの中で道幅が広いと確認された箇所が合計12箇所確認でき
た（図61（Ａ））。また、道幅が狭い箇所は全コースで41箇所確認できた（図61（Ｂ））。今回の調査結果に
おいては道幅の狭い箇所が道幅の広い箇所より多く存在することとなった。道幅の狭い箇所については、

「排雪用側溝網が複数にあり、非常に路側帯が狭い」・「歩行者は一列にならないと安全に歩行できない」・「路
側帯の幅が狭い」・「歩行者と車のすれ違いがギリギリの狭さ」・「路側帯が狭く、歩行者と車のすれ違いが
ギリギリ」と指摘する箇所が複数存在した（図16，図24，図32，図40，図48，図56）。このことから、今
回の調査コースの一部のルートでは、安心安全な歩行空間が確保されている状態とは言い難いことが示唆
されている。

本研究では「危険ゾーン」として、歩行者の安全性が損なわれる可能性があると調査者が判断した地点
の情報も収集している。調査した６コース・６ルート全てにおいて危険ゾーンと判断された地点が確認さ
れており、その合計は59箇所となった（図62）。今回の調査コースでは、特にエリアＢのＢ－１コース・
ルート１は危険ゾーンの個数の割合が25.4％となっている。Ｂ－１コース・ルート１の全ての危険ゾーン
はスタート地点の館山６丁目バスのりばからコース中盤にある消火栓１までの間で確認されている（図
41）。確認された危険ゾーンの約半数が「路側帯が狭いうえに車の交通量が多い」という指摘となってい
ることから、歩行者はこの道路を歩く場合は車の動きに特に注意しなければならない。またＢ－１コース・
ルート１では「排雪用側溝網の一部が歪んでいる」や「コンクリートの側溝ふたの一部が欠けている」と
指摘する箇所があることから、歩行の際は足元に注意をし、つまずかないようにする必要がある。

５　おわりに

本研究では、高齢者、子ども、障がい者などの視点に立った安心安全な歩行空間の確保を行うための基
盤となる情報を収集するため、山形県米沢市にある西部地区ＪＲ米坂線以西エリアにおいて、生活に関連
する道路に存在する地物や道幅、歩行時の安全性が損なわれる可能性がある地点など道路の現況を調査し
た。そして、地理情報システムを利用して、調査したデータの一元管理が行えるようにした。調査エリア
における各調査コースでは、調査対象とした12の地物の存在が多数確認された。また調査者の主観による
が道幅の広い箇所や道幅の狭い箇所も各調査コースで確認された。同様に調査コースにおける危険ゾーン
の存在も数多く確認された。
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今後も米沢市における調査エリアを他の地区に設定し、安心安全な歩行空間の確保を行うための基盤情
報の調査に取り組む予定である。
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